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そ

として、親子サッカー

の

教室、レディースサッ

他

カー教室及びソフトボ

　

ール教室を実施
した。

】

その結果、スポーツ・

【

レクリエーションの活

協

動充実や地域の交流を

働

深め、世代を超えたふ

：

れあいの輪が広がった

】

。

Ａ：成果があがった

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式
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目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度
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平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

サッカーを中心とした

類

スポーツ振興事業

まち

ハ

づくり事業部　みどり

ー

公園・水辺課

01－0 ド80410－9800 ソ00 ○ ●

01 基本目標

フ

１　　豊かな心をはぐ

ト

くみ、よろこびとふれ

根

あいにあふれたまち
総

拠

合計画の
02 ②〈感性

法

〉　　生涯学習や文化

令

などを通じ、豊かな感

等

性をはぐくむ
位置付け

対

01 1 生涯にわたる

象

学習・スポーツ・レク

・

リエーションを楽しむ

受

環境を充実する

市民

□

益

□ □ □

市民が気軽にス

者

ポーツに参加すること

事

により、スポーツ・レ

業

ク 「サッカーのまち」

期

として定着させるため

間

、湘南ベルマーレス
リ

委

エーションの活動の充

託

実や地域の交流を深め

、

、世代を超えた ポーツ

協

クラブによるサッカー

働

スクールなどを実施し

【

ます。
ふれあいの輪が

委

広がっています。

スク

託

ール開催回数 回

－
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：

64 64
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スクール

3

参加者数 人

－

1,54

セ

0 1,620 1,70

ク

0

1,525

①：予定

・

どおり

 平成１８年度

財

に引き続き、馬入サッ

団

カー場指定管理者であ

企

る湘南ベルマーレスポ

業

ーツクラブにより、指

Ｎ

定管理者の業務の一つ

Ｐ

である地域スポーツ普

Ｏ

及・振興に関する業務
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位

催 スクールの開催
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　平

方

成２１年度も継続して

策

、指定管理者の業務と

業

して実施する。指定管

有

理者と十分連携し、ま

効

たノウハウを持つ指定

性

管理者から
有効、効率

継

的で魅力ある実施内容

続

を引き出し、より充実

に

したものにする。

 平

よ

成２１年度も継続して

る

実施する方向で、指定

成

管理者と十分検討を行

果

い、より魅力ある事業

向

実施を模索する。

今後

上

も指定管理者のノウハ

の

ウを生かすと共に身近

可

なスポ
ーツとして多く

能

の人々の集えるような

性

魅力あるスクール
の開

低

催を実施できるように

そ

進めて行きたい。

の他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

■ 　実施後のアンケー

出

トでは、次回も参加し

総

たい旨の回答
●■ も多

合

く、事業の必要性は高

評

いと考える。

□ ○
□
□

価

　比較的利用が少ない

市

平日の昼間という時間

民

帯での教室
●■ の実施

ニ

であるため、施設の有

ー

効活用の点からも、ま

ズ

たス

□ ポーツに触れ合

高

う機会の創出という点

事

からも有効性は高 ○
□

業

いと考える。

■ 　地域

目

スポーツの普及・振興

的

という目的から、指定

の

管理
○

□ 者が持つ専門

達

的ノウハウを活用した

成

事業でもあり妥当で
●

状

□ あると考える。
○

□

況

□ 　指定管理者という

必

ツールを有効に活用し

要

た事業であり
●

□ 効率

性

性は高いと考える。
○

市

■
○

□

　より多くの参

の

加者を確保するために

関

募集ＰＲの方法をさら

与

に工夫する必要はある

の

が、基本的には、今後

必

も継続して実施する方

要

向で、実施内容や実施

性

時期について、十分に

低

指定管理者と協議し、

事

指定管理者のノウハウ

そ

からの提案・計画を引

の

き出し、より充
実した

他

ものとしたい。

スクー

上

ルの開催 スクールの開
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展開 平成20年度への展開 平成21年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ － ①：予定どおり

 平成１８年度に引き続き、馬入サ
ッカー場指定管理者である湘南ベル
マーレスポーツクラブにより、指定
管理者の業務の一つである地域スポ
ーツ普及・振興に関する業務として
、親子サッカー教室、レディースサ
ッカー教室及びソフトボール教室を
実施した。その結果、スポーツ・レ
クリエーションの活動充実や地域の
交流を深め、世代を超えたふれあい
の輪が広がった。

－ － Ａ：成果があがった

　より多くの参加者を確保するため
に募集ＰＲの方法をさらに工夫する
必要はあるが

５

、基本的には、今後も

.

継続して実施する方向

事

で、実施内容
や実施時

業

期について、十分に指

展

定管
理者と協議し、指

開

定管理者のノウハ
ウか

の

らの提案・計画を引き

経

出し、よ
り充実したも

緯

のとしたい。

－ － 現状

平

の規模で継続

 平成２

成

１年度も継続して実施

1

する
方向で、指定管理

7

者と十分検討を行
い、

年

より魅力ある事業実施

度

を模索す
る。

－ － 実施

事

計画事業

業分 平成18年度事業分 平成19年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成19年度への


